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第 4 章においては，凍土の経時成長と強制解凍 iζ伴う凍土・沈下の現象を解明するために，詳細は実
測に基いて，それらに関する実験式を提案するとともに，さらに凍土・沈下に関与する主要な閃 fを抽
出して，それらを予測する新しい算定式を誘導し，それと上記実験式との整合性を検証している。























(4) 蜂の巣状 i乙群設された LNG貯蔵用地下タンクの周辺地盤が同時に凍結を開始する場合について，
中央のタンク周辺の凍結及び未凍結地盤内における応力と変位を，理論的iζ解析する手法を開発し，
屋内外の模型実験によって，その妥当性を検証している。
(5) 具体的な凍結膨張対策として，未凍結地盤内の変位を自動的に吸収する変位吸収孔を考案し，まず，
それが連続円環状である場合について，その機能を理論的に解明し，野外模型実験によって，その結
果を検証するとともに，さらに，不連続円柱状の変位吸収孔についても，その機能と実用性を明らか
にしている。
以上の研究成果は，未知の分野の極めて多い人工地盤凍結工法に関して，土質力学上新たな知見を加
えるとともに，設計A ・胞仁トー極めて重要な指針を与え，同工法の発展 i乙大きな貢献をなしており，工学
上句技術上寄与するととろが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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